
河川を調べる

観測データを分析するとき大きな手掛かりの一つが「河川」
のラインです。道路や鉄道などのラインが面の変化を演出して
います。コペルニクスブラウザの を操作して、「GeoJSON
ファイル」の情報を活用できるように、「河川」情報が活用で
きます。「GeoJSONファイル」の「河川」情報は、「水系一覧
国土数値情報データセット」から得られます。

https://geoshape.ex.nii.ac.jp/river/resource/?tedorigawa

＊加賀平野を流れる手取川（てどりがわ）を例にします。日本を代表
する急流河川です。平野部では、「自然災害伝承碑」「霞堤」
（かすみてい）「扇状地」（せんじょうち）等が衛星データ分析のキー
ワードです。

河川情報ダウンロード

＊全国の河川が網羅されています

⑦コペルニクスブラウザを起動 ⑥ をタップ

⑦ をタップ

⑧「File upload」が表示
される

⑨「Drop…」フィールドをタップ

⑩ ⑥でダウンロードしていたファイルを選び開く

⑪手取川水系の河川が、コペ
ルニクスブラウザの最新のモ
ザイク画像に表示され、縮尺
は10㎞になっている。
直近の画像に表示させるには
「Show …」をタップする。

⑫ をタップすると終了

断面図を描く

魅力的な機能があります

❶

❷始点をクリック
❸終点をダブルクリック

❷

❸

❹

❷

❹

距離

標高

白山に源を発し美川漁港近くの河口
までの手取り川の標高差を表示

約43㎞

機能はもっと興味深い

ドーバー海峡の
海底も表示
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